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データの塊を 構造化 する
ということは

すなわち 一律化 すること



一 方 で



医 療 デ ー タ は  多種多様
そして

医療機関の性格も 多種多様



理論的に良いと思っても
実 際 の 現 場 で は



すべての 医療データ を
一律化した容器 へ
仕分け するのは困難



従って多くの場合



標準規格に
収容できないデータは 
無構造のテキスト
へ収容することになる



それでは



テキストの中を

柔軟な型式で構造化

す れ ば よ い



柔軟な型式  とは
機械可読 であれば
よいということ



これは すなわち



屋上に屋を重ねる
考え方ではある



し か し
二段構えの備え  は
現場での柔軟性を増す



電子カルテNOA：MML準拠



テキストに埋込む形式は
KEY:VALUE
の組み合わせなので

XMLやJSONでもよい



電 子 カ ル テ  N O A
におけるデータ変換

の 具 体 例



HL7型式データの取込み



NOA フォーマット

検査名（
　　ラベル（データ）
　　ラベル（データ）
　　...
）



カルテへ転記した変換データ

これを読書きツールで見ると



まとめ：
 重要なポイントは



 テキストの中を構造化
  人間の目にも機械にも優しい簡潔な型式で

 色々なフォーマットを翻訳
  放り込めば 一発で変換する仕組み


